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要約 スケープゴートとは、ある集団に属する人がその集団の正当性と力を維持するために、特定の人を悪者に仕

立てあげて攻撃する現象を指す。少数民族の迫害(ホロコーストなど)はこの一例であるし、より卑近な例を

挙げると、学級におけるいじめや家庭における虐待も同様であろう。

従来、虐待やいじめについてはFトラウマjという視点から論じられることが多いが、本論では、Fスケー

プゴート」という視点から論じた。そして、虐待やいじめの被害者(児)の心理療法を通して筆者が感じたこと

を中心にして、スケープゴートにされるという経験が当人にどのような影響を及ぼし、その中で彼らがどのよ

引こ自らのアイデンティティを築いていくのかについて考察した。

具体的には、スケープゴートにされるという経験が及ぼす影響について、①スケープゴートとの同一化、②

実存的な孤独、③「集合的な影」を見続けること、の3点から論じた。そして、彼らが自ら築いていくアイデ

ンティティについて、①辺縁を主体的に生きること~スケープゴートからトリックスターヘ~、②基盤のなさ

を受け入れること、③「影」との新しい関係、の3点から論述した。
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1。はじめに

ある集団に属する人々が、その果団の正当性と力を

維持するために特定の人を悪者に仕立て上げて攻撃す

る現象を‘スケープゴート'と呼ぶ。つまり、F悪や

間違った行為と同一視でき、その責を負わせ、共同体

から追放することのできる人物ないし人々を見つけ出

すこと」によって、残りのメンバーが「自分には罪が

なく、集合的な行動規範と調和(合致)している」

(Perera、1986)と感じることができるようにする。

彼らはもっともらしい大義名分のもとに自分たちの影

を特定の人物に投影して攻撃することで、うまく悪

(影)を浄化することができたと感じているかもしれ

ない。しかしそれは、「一見、倫理的な振る舞いのよ

うに装いながら、実際には刑罰、拷問、威嚇といった

仕方で、影が存分に暴れることができるように、さま

ざまな形で影の側面に譲歩」(Neumann､1948)して

しまっていると言える。少数民族の迫害(ホロコース

トなど)はこのようなスケープゴートの典型的な例で

あろうし、より卑近な例としては、学級内におけるい

じめや家庭内における虐待も同様であろう。

筆者がスケープゴートという現象について注目する

ようになったのも、被虐待児やいじめの被害者の心理

療法を担当したことがきっかけである。彼らは、スケ

ープゴートの被害者であり、それによって、想像を越

えるような大きなこころの傷を負っている。

本論においては、‘スケープゴートにされる'とい

う体験-すなわち、影を投影されるという体験-が彼

らにどのような影響を及ぼすのか、そして、彼らがそ

の体験をどう受け止めて折り合いをつけ、これからの

生へと繋いでいくのかについて論じていきたいと思

う。つまり、スケープゴートの被害者の側から見た事

象について、臨床心理学的観点から論じていく。その

際、実際の臨床事例を捏示することができれば考察も

進めやすいのだが、プライバシーの問題があるために

それは避けざるを得ない。したがって、被虐待児やい

じめの被害者に対する心理療法を通して、これまで筆

者が感じてきた事柄をいくらか取り上げ、文献などを

引用しながら臨床心理学的な視点から論じていきたい

と思う。今までのところ、臨床心理学的な観点からの

‘スケープゴート'についての研究は、Perera (1986)

の「スケープゴート・コンプレックス」の研究を除い

ては、筆者は寡聞にして知らない。しかし心理療法の

場面に、虐待やいじめの被害者が来談される機会が増

えていることを考えると、スケープゴートにされると

いう体験がその当人に及ぼす影響とそこからの治癒プ

ロセスについて考察することは必要だと思われる。

ちなみに、虐待やいじめと言えば一般的にトラウマ

という視点から論じられる傾向があると思うが、‘ス

ケープゴート'という視点から捉えることで新たに見

えてくることも多く(廣滞､2003参照)、また、トラウ

マという視点から論じられていることがらと重なると

ころもある。

本題に入る前に、これまでのところでさりげなく用

いてきた言葉一彰一の概念について、以下に考察を加
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えた上で論をすすめたいと思う。
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2。「影」の概念について

影の概念について明確に述べることはとても難し

い。しかし、Jung心理学の知見をもとに、少しでも

その意味するところを明らかにすると、まず、影は

「個人的な影」と「集合的な影」に分けることができ

る。

「個人的な影」とは、ある個人にとって、これまで

の人生の中で注目していなかった(あるいは、その価

値を認めていなかった)考え方や人生観を指す。

このことを河合(1976)は、ある若い女性の夢を取

り上げながら説明している。その夢とは、‘ボーイフ

レンドから手紙がこずに心配しているが、自分とは何

もかもが正反対で、あまりいいように思えない友人A

が、自分が手紙をもらうのが当然だという顔つきをし

ている'というものである。夢に出てきた友人Aは、

この女性がこれまで良しとしてきた生き方や価値観と

は相容れない傾向を表しており、これまであまり注目

していなかった側面を表す。つまり、友人Aは、この

女性の「生きられなかった半面」を表しているのであ

り、それをJungは、その人にとっての「影」である

と考えたという。そして、この夢の意味するところに

ついては、「今までの生き方にAのような生き方を少

しつけ加えていくことが、ボーイフレンドとのつなが

りをスムースにするのではないかと考えられる」(河

合、1976)、と言う。しかし、このボーイフレンドを、

実際のボーイフレンドと捉えるのか、あるいは、友人

Aを現実の人としてではなくこの女性の影のイメージ

と捉えたように、この女性の内的なイメージ(異性像)

と捉えるのかという問題が生じてくることも言及され

ている。

河合(1976)の記述からも明らかなように、「個人

的な影」と言う場合、それはその個人にとって生きら

れなかった半面を表しているのだから、そこに目を向

けて少しずつ取り入れていくことが、その人の人生を

より豊かにしていくことに繋がる可能性があるだろ

う。もちろん、安易に取り入れようとしたら影に押し

つぶされてしまうかもしれないし、逆に、取り入れた

つもりになっていても本当にそれを掬い取ることが出

来ていない場合もある。影に目を向けるというのは大

変しんどいことであるし、それは機が熟さなければな

されないことだとも言えるように思う。それゆえ、

「影」を自分のものとして認めずにできるだけ避けよ

うとして「投影」という機制がよく用いられることも

指摘しておきたい。つまり、自分の影を他者に投影し

て、その他者を攻撃するわけである。「投影の引き戻

し」が行われると、他者に投影していたものが実は白

分白身の影だったと気づくことができる。

次に「集合的な影」について述べるが、スケープゴ

一卜という現象は、この「集合的な影」と関係してい

る。「集合的な影」とは、Collective Shadowの訳であ

り、「普遍的な影」と呼ばれることもあるが、ここで

は「集合的な影」という言葉を用いたい。「集合的な

影」とはある個人にとっての「彰一その個人にとって

は､認めがたいものであり悪とすら感じられるものー」

ではなく、人間一般(あるいは大多数の人)にとって、

それが自らの根底にも存在していると自覚するのが恐

ろしいので蓋をしている、人間の[悪]を表す。ただ

し、「集合的な影」にもさまざまなレベルがある。つ

まり、[悪]には相対的な悪と絶対的な悪があるよう

に思う。ごく日常的なところで例をあげるとすれば、

嘘は一般的には良くないこととされるが、「嘘も方便」

ということわざがあるように、嘘が必要だったり、そ

れが善行と見なされるような場合もある。また、文化

や価値観の違いで、善悪の判断が異なることもよくあ

る。そしてPerera (1986)も示唆しているように、

「集合的な影」の中に含まれている、文化的に規定さ

れた相対的な「悪」は、意識化されれば価値を回復し

て集団を豊かにしてくれるものにもなると言える。一

方、絶対的な悪もやはり存在し、それは「恣意的です

らある底知れぬ破壊性をそなえ………(中略)………

強制収容所を作り出すエネルギーとも関連している」

(Perera､1986)ものであり、戦争や民族紛争を通して

繰り広げられる殺戮とも間係しているだろう。筆者は、

虐待やいじめの被害者が受けた傷は、この‘絶対的な

悪一底知れぬ破壊性をそなえ、強制収容所を作り出し

たり戦争を引き起こしたりするエネルギーでもあ

るー'と深く関係しているように思う。なぜなら、ス

ケープゴートの作り手側の虐待やいじめという行為は

まさに、人間の「集合的な彰一絶対的な悪に通じるも

のー」が形になった結果だからである。

しかし意識しておかなければならないのは、スケー

プゴートという現象そのものは、特別な人間が引き起

こす特別な現象ではないということである。虐待やい

じめというと極端な印象を与えるかもしれないが、家

族や学級、会社などあらゆる集団において、大義名分

のもとにその集団の影を特定の人になすりつけて、大

多数のものが安易な幸福を手に入れているという現象

は至る所で見られる。そして、Perera (1986)も言う

ように、集団におけるスケープゴート現象は、安易な

解決を全く許さないものである。

「影」というものは、それが「個人的な影」であれ

「集合的な影」であれ、自分自身のものとして意識す

ることはしんどいことである。それゆえ、先ほど少し

触れた「投影」の機制がよく用いられる。しかしそれ

は、集団においては、スケープゴートーつまり、「集

団の影の肩代わり現象」(河合、1976) -という形で、

影を処理しようとする動きにつながっていく。つまり、

‘集団が持つ影の投影'が引き起こされるのであり、
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それは集団の外部に向けられることもあれば、集団の

内部にその対象を見つけ、そこに向けられることもあ

る。ナチスのユダヤ人迫害は前者に当てはまり、国民

の不満など集団が抱える「影」を、ユダヤ人を「悪」

に仕立て上げそこを攻撃することで処理しようとし

た。そして、虐待やいじめという現象は後者に当ては

まると言えるだろう。つまり、集団の内部にスケープ

ゴートの対象を作り出し、その集団が持つ影をそこに

投影して攻撃するのである。

本論のに。はじめに」において、虐待やいじめの

被害者はスケープゴートの被害に遭っていると述べた

が、それは、ひとつには、集団(家庭や学級)が持つ

影の投影を引き受けさせられているという意味であ

り、その集団が持つ影の肩代わりをさせられている、

という意味である。また、もうひとつは、虐待やいじ

めという行為そのものが、強制収容所をつくり出すよ

うな人間の絶対的な悪-すなわち、集合的な影-に通

じており、彼らがその犠牲になっているという意味で

ある。

次章において、スケープゴートの被害者の側から見

た事象を臨床心理学的観点から論じていくが、その順

序としては、まず、スケープゴートの被害に遭うこと

によって彼らがどのような影響を受けるのかについ

て、「3.『スケープゴート』にされるという経験が及

ぼす影響」と題して、3つの観点-①スケープゴート

との同一化、②実存的な孤独、③「集合的な影」を見

続けることーから述べる。次に、そのような影響(傷

つき)を受けて、彼らがどのようなアイデンティティ

を自ら築いていくのかについて、「4.『スケープゴー

ト』との同一化から逃れるプロセス」と題して、3つ

の観点-①辺縁を主体的に生きること~スケープゴー

トからトリックスターヘ~、②基盤のなさを受け入れ

ること、③F影jとの新しい関係-から描写したいと

思う。

また、以下に考察をすすめていく中で、これまで筆者

が担当した被虐待児やいじめの被害者の心理療法にお

いて、彼らが語った言葉などを断片的に引用するが、

その中には、被虐待児が心理療法のなかで繰り広げた

「ごっこ遊び」や「物語」が含まれている。一般的に

子どもの心理療法においては、言葉によるカウンセリ

ングではなく遊びを媒体にしたプレイセラピーが実施

されることが多い。そしてその中では、ごっこ遊びや

物語作成などがよくなされる。心理療法の中で展開さ

れるごっこ遊びや物語には、その人が受けたこころの

傷や、本人がそれをどう受け止めてこれからの生を紡

いでいくか、ということが象徴的に表現されている。

物語を作る中で本人自らが癒されてゆき、物語の作成

とパラレルに、日常場面においても、その人の抱えて

いる問題が解消され、今後のあり方が定まっていくこ

とはよくある。したがって、本論において引用される

物語も、‘単なるお話'として捉えるのではなく、そ

こに表現されている内容は、その人自身のこころの傷

の在り様や、本人がそれをどう受け止めており、どう

今後に繋げていったのかということが象徴的に表現さ

れている、と考えていただきたい。物語を読み解いて

いく作業は、その人のそのときのこころの状態を理解

することに繋がると言える。

3。「スケープゴート」にされるという経験が及

ばす影響

(1)スケープゴートとの同一化

虐待やいじめの被害者は、彼らにとっては何のいわ

れもない罪を背負わされ、集団から排除される。自身

に何かしらの咎があれば納得できることもあるかもし

れないが、それがない。あるいじめの被害者は、「な

んかうっとうしい、見ててむかつく、と言われていじ

められた。でも、それって私の責任ですか?」と語っ

た。一方、虐待を受けた子どもたちは、F自分が悪い

子だから」「ダメな子だから」虐待されるのだと本当

に信じていることも多い。それは、Herman (1994)

が言うように、自分が悪いから虐待されるのだと思え

ば、努力してよい子になりさえすれば虐待されなくな

るかもしれないと思うことができ、希望と有力感を保

持できるからかもしれない。

いずれにせよ、Perera (1986)も指摘しているよう

に、スケープゴートの役割を背負わされた人は、自分

たち自身を「『間違った』『醜い』『悪い』といった熔

印をおされたものと同一化しているにとが多いよう

に思う。実際、筆者の臨床経験においても、虐待を受

けた子どもの心理療法のなかでは、悪人や罪人、流

人一例えば、泥棒、ヤクザ、乞食などーのイメージが

よく出てきて、彼らはこれらのイメージに自分自身を

同一化している印象がある。悪人や罪人、流人とは集

団において忌み嫌われることが多く、集団からの排除

を余儀なくされる存在であるが､心理療法においては、

これらの対象に自らを同一化している彼ら自身もそれ

らを忌み嫌い、排除しようとしている印象がある。

つまり、スケープゴートにされるという体験を通し

て彼らが受ける影響の一つは、集団から排除されるも

のとして熔印をおされた存在に自らを同一化-スヶ-

プゴートと同一化-し、同時にそれらを忌み嫌うこと

で、深い自己否定感を抱えているということである。

心理療法においては、このような彼らのアイデンテ

ィティがどのように変化していくか、あるいは、悪人

や罪人、流人といったものへ投影された自己イメージ

を彼ら白身がどう受け入れて折り合いをつけていくの

か、それを見守っていくことが決定的に重要であると

思われる。彼らが自ら築いていくアイデンティティが

どのようなものであるかについては、次章(特に、

「(1)辺縁を主体的に生きていくこと~スケープゴー
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卜からトリックスターヘ~」)において述べる。

(2)実存的な孤独

虐待を受けた子どもは、何のいわれもなく自分か生

まれ出てきた源(母や家族)から徹底的に拒絶される。

生まれて間もない赤ん坊が母親から無条件に受け入れ

てもらえるそのときに、見捨てられるという体験をす

ると言える。自分が生まれ出てきたその母体からの拒

絶は、「自分か存在することへの処罰」(Perera､1986)

と感じられてもおかしくはない。

いじめの被害者も、多くの人が帰属感を持つことの

できる学校や会社から排除され拒絶される。あるいじ

めの被害者は「私には母校がない(傍点筆者)」と語

った。彼女は、母校と呼べるような、ある種のこころ

の拠りどころ一つまり、基盤のようなものーが自分に

はない、と述べているように筆者には感じられた。

自分自身がこの世へと生まれ出てきたルーツを確か

なものとして感じられず、どこにも所属することがで

きないという感覚を特っている状況を、Perera (1986)

は、「荒野の流浪」と表現している。彼女によると、

スケープゴートと同一化している人々にとって、荒野

とは、「自らが実存的に経験している深刻な疎外と流

浪」をイメージさせるものであり、心理学的には、彼

らの「無感動性、無意味感、見捨てられることへの強

い恐怖心、………(中略)………1皮らの寄る辺のな

さ・家郷喪失………」などを表しているという。

虐待やいじめの被害者は、内的にも外的にも自分た

ちを支えてくれるものがないと感じているように見受

けられる。多くの人が当たり前のように得ている基

盤一家族、学級、社会-が欠けているという前提のも

とに、彼らは生きている。あるいじめの被害者は、

「仲間に入れてもらうためなら、どんなことでもした。

本当に､居場所がなかったから。でも結局無駄だった。

そうやって人の言いなりになって仲間に入れてもらお

うと必死になる自分に自己嫌悪だった。もう生きられ

ないと何度も思った」と述べた。

このような想像を絶する実存的な孤独を虐待やいじ

めの被害者は抱えており、それは白身を支える基盤

(土台)のなさに由来するところが大きいように思う。

彼らは、自身の存在をこの世に定位できず、宙に浮い

たような極度の不安定感を抱えているが、そのような

実存的な不安定感とどう向き合っていくのか。あるい

は、基盤のなさという前捏をどう受け止めて自身の生

へと繋いでいくのかということが、彼らがスケープゴ

ートとの同一化から脱却し、自らのアイデンティティ

を築いていくのに大きな影響を及ぼすと思われる。こ

のことについては、次章「② 基盤のなさを受け入れ

ること」において述べる。

(3)「集合的な影」を見続けること

虐待やいじめに関する現状がすべて明らかになるこ

とはないであろうし、隠蔽された中で、ひそかに行わ

れている虐待やいじめは数多くあると思う。しかし一

方で、近年、虐待やいじめのすさまじさが明らかにな

りつつある。激しい暴力-ときには死に至るまでの暴

行-が行われることもあり、兄弟や姉妹が虐待によっ

て死亡しているケースもある。いじめにおいても、そ

の恣意的で陰湿ないじめが、その人を死に至らしめる

こともある。

そのような凄惨な現状を前にするとだれしもが目を

覆いたくなるし、自分とは関係のない出来事だと考え

たくなるが、このような凄惨さこそが、「2.影の概

念について」でも触れた、人間の「集合的な影」に属

するものであると感じられ、人類に共通した「悪」に

通じるものだと考えられる。

「2.影の概念について」においても少し触れたよ

引こ、虐待やいじめの被害者は、スケープゴートとい

う形で、その集団が持つ影の肩代わりをさせられて一

集団が抱えている問題を、お前のせいだとなすりつけ

られて一傷つけられると同時に、人間が持つ「集合的

な影」の目撃者でもある。そして、この「集合的な影」

の犠牲者であり目撃者でもあるということが、彼らの

アイデンティティに大変大きな影響を及ぼしているよ

うに感じられる。

Perera (1986)も指摘しているように、スケープゴ

ートとの同一化に陥っている人々は、「集合的な影」

に対して、あまりにも早急に過度な個人的責任を負お

うとする傾向があり、「スケープゴートにして救世主」

という自我肥大したアイデンティティを持つことが知

られている。 Herman (1992)も、虐待を受けた人が、

自分の自己価値観を保持するために、「自分は殉教者

として選ばれた聖女だ」(Herman､1992)というアイ

デンティティを持っていたことを指摘している。この

ような白我肥大したアイデンティティ、あるいは過剰

に影を背負おうとする態度は、スケープゴートとの同

一化から脱却していくプロセスにおいて捨て去られる

必要がある。

しかし、また一方で、虐待やいじめの被害者がこの

ような自我肥大による「救世主」像とは根本的に異な

る態度で、人間の「束合的な影」を見据えようとする

姿に、筆者は心理療法の中で時に出会う。ある被虐待

児は、「戦争、なんで起こるん?」と真剣に問い、そ

のときの彼女は、集合的な影を過剰に背負おうという

ような自我肥大した様子ではなく、人間がどうしても

とめることの出来ない、集合的な影がその背後にある

戦争というものを、しかと見据えているようだった。

つまり、「集合的な影」の目撃者であり犠牲者でも

あるという経験によって、彼らは過剰に影を背負い、

スケープゴートにして救世主という自我肥大したアイ

デンティティを有する傾向があるが、また同時に、
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「集合的な影」が引き起こす事態をしかと見据える態

度を見せることがある。そして「影」に対してのこの

ような態度は、スケープゴートとの同一化から逃れる

プロセスにおいて徐々に変化し、新たな形で、彼らの

アイデンティティに組み込まれていく。そのことにつ

いては、次章の「(3)影との間係」において詳述する。

4。「スケープゴート」との同一化から逃れるプ

ロセス

前章において、スケープゴートの被害に遭うという

経験が当人たちにどのような影響を及ぼすのかについ

て、3つの観点-①スケープゴートとの同一化、②実

存的な孤独、③「集合的な影」を見続けることーから

述べた。本章においては、これらの影響を受けて、彼

らがどのようなアイデンティティを自ら築いていくの

かについて、3つの観点-①辺縁を主体的に生きるこ

と~スケープゴートからトリックスターヘ~、②基盤

のなさを受け入れること、③[影]との雜しい関係-

から述べる。

困 辺縁を主体的に生きること~スケープゴートから

トリックスターヘ~

スケープゴートとの同一化を強いられた被虐待児の

心理療法においては、集団から排除された存在一罪

人・悪人・流人といったイメージーがよく出てきて、

彼らはこれらのイメージに同一化するとともに、それ

らを忌み嫌い、深い自己否定感に陥っていることを先

に述べた。

心理療法において、ある被虐待児が展開した物語で

は、このような排除された存在一例えば、泥棒-は、

徹底的に攻撃されて排除され、いわゆる既成の価値観

のもとに断罪された。つまり、「どろぼうは、人のも

のをぬすむんだから悪い奴だ。除けものにされて当然

だjと言って、何度も泥棒をなぐった。おそらく彼女

の価値観の中でも泥棒は、排除されるべき存在を象徴

していたのだろうし、又それにもかかわらず、彼女は

泥棒に象徴されるような排除された存在というアイデ

ンティティを押し付けられ、その役割を担わされたの

だろう。それゆえ、彼女は心理療法において、自分の

欲求を口に出すことが出来るようになるにつれ、物語

の中で、「泥棒」を攻撃し、そのアイデンティティを

「いやだ」と言って拒絶し排除したものと思われる。

しかし日常場面において、スケープゴートの被害者

はどんなにその役割が嫌でも、「いやだ」ということ

が出来ないことが多い。いや、「いやだ」という選択

肢がなかったのであろう。個としての自分の欲求を表

現することなど許されたことがなく、集団から押し付

けられた役割を生きさせられてきたと言える。したが

って、彼らにとって「いやだ」を主張することは、多

くのエネルギーと勇気のいる大変な作業である。しか

し、心理療法のプロセスのなかで、彼らが少しずつ有

力感を身につけていくと、自身の欲求が少しずつ形に

なり始める。すると、乳幼児がその発達過程において

2歳くらいで「いや」という自己主張をし始めるのと

同様に、彼らも「ｲ可を受け入れることができ、何を受

け入れられないか」という自分の欲求を表現するよう

になる。そしてそれが表現出来た時が、スケープゴー

トとの同一化から少し脱却する瞬間である。

つまり、物語においては「泥棒」という押し付けら

れた役割を「いやだ」と拒絶した瞬間に、「主体性」

の獲得への一歩を踏み出したと言えるのである。

しかし、逆説的だが、そのような形でこれまで押し

付けられてきた「排除された存在」というアイデンテ

ィティを一旦拒絶すると、逆にそのような排除された

ものの存在価値に気づくようになっていく。先の被虐

待児の心理療法において、物語はさらに次のように展

間した。

すなわち、物語の中で、彼女はとことんまで泥棒を

拒絶し攻撃した。その結果、行き場をなくした泥棒の

方がとうとう生きることを諦めて自死の道を選ぼうと

する。するとその瞬間、散々に泥棒を追い詰めていた

彼女が、今度は泥棒の救出に向かう。すんでのところ

で泥棒は命拾いする。

泥棒は、彼女にとって押し付けられたアイデンティ

ティであり、それを拒絶し「いや」を主張することは、

スケープゴートとの同一化から逃れるために必要不可

欠なステップであっただろう。しかし同時に、泥棒を

排除し拒絶しきるということは、そこに自分のアイデ

ンティティを投影している彼女にとっては、自分自身

を根底から否定することを意味する。その意味で、自

死を選ぼうとした泥棒を救出したことは、自分自身を

否定するのではなく受け入れたことを意味すると言え

るだろう。

このあと物語では、九死に一生を得た泥棒が懲りず

に何度も家に侵入するようになる。そしてその際の泥

棒は生き生きとしていて、自らの意思で自由に走り回

り、警察に追われてもスルリと逃げ出しては再び侵人

する校滑ないたずら者、という印象であった。そして、

彼女はそんな泥棒に振り回されつつも、よく見ると泥

棒がプレゼントを持っていることに気づくのである。

そして最後には、泥棒からプレゼントをもらい、泥棒

と抱き合い和解するのである。ここで物語は終了する。

この物語から、泥棒にも価値(プレゼント)がある

ということが伝わってくる。泥棒という排除された存

在に白らを同一化させられていた彼女が、それを自分

で拒絶し、逆説的だが、今度はそれを主体的に受け入

れ、その存在価値を見出していく。ここで強調してお

きたいのは、泥棒というアイデンティティを捨てるの

ではなく、それを主体的に受け入れることを選ぶとい

う点である。スケープゴートと同一化している虐待や

いじめの被害者の心理療法において、まずはスケープ

323 -



廣澤:‘スケープゴート'に関する臨床心理学的一考察

ゴートとの同一化から逃れることが大切であるが、こ

の被虐待児の物語に見られるように、それは泥棒とい

うアイデンティティを捨て去ることではないのであ

る。このことは大変重要ではないであろうか。心理療

法家は、つい、より集団に受け入れられるポジティブ

なあり方を求めがちである。つまり、「泥棒というア

イデンティティを捨てること」を求め、集団の辺縁で

はなく中心へと戻ることを求めてしまうかもしれな

い。しかし、それが馴染まない場合もある。むしろ、

徹底的に拒絶され攻撃される対象であった泥棒が、よ

り間違で自由に走り回る泥棒になったように、同じ泥

棒でありながらその様相が変化するという形で、心理

療法は展開していく。つまり、集団の辺縁を、排除さ

れた存在として著しみながら漂うのではなく、アウト

サイダーとして、自由に、より主体的に、そして瓢々

と生きていくというイメージ。そういう在り方を獲得

していくことが、スケープゴートとの同一化に苦しん

でいる人々が、そこから逃れると同時に自らアイデン

ティティを確立することに結びつくのではないだろう

か。Perra (1986)も、スケープゴートと同一化した

人は、荒野に放り出されたような実存的孤独を味わっ

ているが、逆説的だがこの荒野こそが、彼らが最終的

に自己を確立する場でもある、と述べている。

辺縁を主体的に生きていくアウトサイダー(先の物

語でいうところの、校猪でいたずらものという印象の

泥棒など)というイメージは、虐待やいじめを受けた

子どもの心理療法の終盤において、ひとつの自己イメ

ージとしてよく出てくる。そしてこれらのイメージは、

筆者にトリックスター(道化)を連想させる。

トリックスターとは、多くの神話で活躍する‘いた

ずらもの'‘道化'であり、Jung (1956)は、トリッ

クスターの性質を多く持っているメリクリウスを例に

あげて、その特性を「半ば面白半分、半ば悪意(毒!)

のある校猪な悪戯の性癖、変身の能力、獣神的な二面

性をもち、あらゆる種類の拷問にさらされ、そして一

最期に重要なことだが一枚い主の像に近づく」と説明

している。

ところで、「救い主の像に近づく」という点に関し

ては、河合(1976)も、道化は「徹底的な影の世界の

演出によって、宇宙的な全体性を回復しようとする死

と再生の秘儀(傍点筆者)」を行っており、道化自身

は「初めから終わりまで変わることがなく、そのまま」

であり、「自分の変化は全く問題外」だが、「これこそ

真の救済者の姿に近い」と述べている。つまり、道化

とは、自身自身の変化(成長)は全く考えず、「影の

演出」によって場全体を浄化し、更雜することを目指

すと言える。いたずら者でありながら、一方では、影

の浄化一一あるいは場の更新一をもたらすというトリ

ックスターのイメージ………。

筆者が、彼らがスケープゴートとの同一化から逃れ

るプロセスにおいて自ら築いていくアイデンティティ

にトリックスターを連想したのは、先の泥棒のイメー

ジに見られるような、いたずら者という印象からだけ

ではない。むしろ、ここで述べたようなトリックスタ

ーの‘救済'という側面も、彼らが自ら築いていくア

イデンティティに含まれているように感じていた。つ

まり、スケープゴートという形で「影」を背負わされ

ていた彼らが、スケープゴートとの同一化から脱却し

た後でさえ、背負わされるという受身な形ではなく、

より主体的に「影」の浄化に関ろうとする姿勢を感じ

たのである。このことは、彼らのアイデンティティに

とって大変重要な側面であると感じられるので、本章

の「(3)『影』との新しい関係」において詳しく述べ

たいと思う。

いずれにせよ、「トリックスター(道化)」とは、ス

ケープゴートとの同一化に苦しむ人々が、スケープゴ

ートとの同一化から逃れて新たに作り上げていくアイ

デンティティの一端を生き生きと表してるように思わ

れ、心理療法においては、これらのイメージを大切に

する必要があると感じられる。

(2)基盤のなさを受け入れること

虐待やいじめの被害者が、生まれ出てきたその源

(母や家族)や帰属感を持てるはずの学級や会社から

見捨てられているということを「3.『スケープゴー

ト』にされるという経験が及ぼす影響(2)実存的孤独」

において指摘した。このような基盤のなさを彼らは抱

えており、実存を脅かされるほどの孤独感と不安定感

がそこにはある。

心理療法においても、この「基盤のなさ」は最後ま

で貫かれている印象がある。ある被虐待児の心理療法

の最終回において作られた箱庭は、中心がポッカリ空

いており、何も無かった。まるで、これまでの心理療

法での営みが幻となって、水泡に帰するかのようだっ

た。この「空虚感」「欠落感」は、筆者のこれまでの

少ないながらの臨床経験においても、虐待やいじめの

被害者の心理療法において共通している印象がある。

さらにまた、「あらゆるものが定位せず、しっかり根

付かない」印象もあった。しかし、前節で示したよう

に、スケープゴートとの同一化に苦しんでいた人は、

集団の中に帰っていくことを目指すのではなく、トリ

ックスター的存在というアイデンティティを主体的に

選び、辺縁を生きていく。彼らは、スケープゴートに

されたという経験によって刻み込まれた、消すことの

出来ない「傷痕-stigma-」を直視し、それを背負っ

て生きることを選ぶ。このようなアイデンティティの

確立には、その前捏条件としてのみならずアイデンテ

ィティ確立後さえ、「空虚感」「欠落感」「根付かなさ」

がある種の位置を占めるのは当然であろう。

秋田(2001)は、「Disfigured Hero」という概念を
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捏唱している。日本語に訳すと、[異形の英雄]「欠落

のヒーロー」「傷を生きる英雜」といった意味になる

そうだが、「いわゆる管性化においては、全体性が指

向されるが、“Disfigured Hero元型"が働く時、そこ

に全体性への指向はない。神ならぬ､欠けたる人間が、

その欠落のままに生き抜こうとするのがDisfigured

Heroであり、『彼』は『癒されぬ個性化』を生きるこ

とになる」という。

このような概念は、スケープゴートの被害者の心理

療法において、特に心にとめておく必要があるのでは

ないだろうか。傷を傷として、基盤のなさをなさとし

て受け止める。もしも仮に、基盤があったけれども欠

損しているというのであれば、それを修復し、基盤を

築き直していくこともできるであろう。しかし、多く

の人が当たり前のように持っている基盤一内的な守り

や外的な守りーが無いに等しいことが前捏条件である

とき、その条件の中で一つまり、基盤がない中でーど

う生きていくかという方向性を考えることも必要では

ないだろうか。また、心理療法家は、彼らが経験して

いる想像を超えた実存的孤独感に持ちこたえられず、

基盤の無さや空虚感について、それが埋まらないもの

であると認識することを避けてそれを埋めようとして

はならない。そんなことをしてしまうと、彼らは、自

分たちのこれまでの生き方をきちんと受け入れてもら

えなかったと感じ、真の自己受容を見出せず、白らの

アイデンティティの形成へと向かうことができなくな

ってしまう。

スケープゴートと同一化していた人々が、辺縁を主

体的に生きるトリックスター的存在というアイデンテ

ィティを得ていくプロセスにおいては、「回復される

ことのない空虚を生きぬくことで自らを成り立たせ

る」(秋田、2001)というあり方や、「不安定を安定へ

と変えようとするのではなく、不安定の中でバランス

をとりながら生きようとする」姿勢が、獲得されてい

くように思われる。つまり、「空虚感」や「欠落感」、

そして「あらゆるものが定位せず根付かないこと」は

すべて､無くなったり取り除かれたりするのではなく、

それらをすべて取り込む形で、「辺縁を主体的に生き

るトリックスター的存在」というアイデンティティヘ

と収斂されていく。これは、先の例でいうと、泥棒と

いうアイデンティティを捨てるのではなく、それを押

し付けられたものとしてではなく主体的に選ぶという

形でアイデンティティヘと組み入れられていくところ

と共通している。

また、逆説的だが、彼らが、「基盤(土台)の無い

不安定感」を抱えながらもそこで生きていくことに意

味を見出し、辺縁を漂いながら生きるというアイデン

ティティを受け入れることによって、‘不安定におけ

る安定'や、‘基盤の無さという基盤'が得られるよ

引こも思われるのである。
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(3)「影」との新しい関係

「3.『スケープゴート』にされるという経験が及ぼす

影響(3)『集合的な影』を見続けること」において、虐

待やいじめの被害者が、集合的な影の犠牲者でもあり

目撃者でもあるという経験から､集合的な影に対して、

過剰な責任を負おうとすることを指摘した。「スケー

プゴートにして救世主」(Perera､1986)とは、スケー

プゴートと同一化しているときの、彼らのアイデンテ

ィティを端的に表している。

このようなアイデンティティは、彼らがスケープゴ

ートとの同一化から逃れていくプロセスにおいて、

「何か受け入れられて、何か受け入れられないか」と

いう自己主張ができるようになる(「いや」が言える

ようになる)につれて変わっていく。つまり、「いや」

という主張は、集合的な影に対して「それは自分には

背負えない」あるいは、「それは自分か背負うもので

はない」と主張することだとも言える。彼らにとって、

「個」としての欲求を主張するということは大変に難

しいことであるが、これができるようになることが、

スケープゴートとの同一化から逃れることを意味する

と同時に、[集合的な影]を過剰に背負うことから身

を引くことをも意味するのである。

また、このことは逆に言うと、集合的な影ではなく

自身が個として背負うべき「個人的な影」を認識し、

それを背負うことを受け入れることを意味する。

Perera (1986)も、スケープゴートとの同一化から逃

れるプロセスに際しては、影のレベルを認識し、目固

人的な影内容と集合的元型的な影内容との相違を認識

する」必要性を指摘している。そして、Neumann

(1948)が言うように、自分の影を普遍的な影から区

別することは自己認識の本質的な部分である。それに

よって、人は等身大の自分を認識し、受け入れて行動

することができるようになるのである。このように、

自分が背負える個人的な影を識別し、等身大の自分を

認識することが、スケープゴートとの同一化から逃れ

ることの本質的な部分を占めている。

しかしまた一方で、ある被虐待児が心理療法におい

て、「戦争、なんで起こるん?」と真剣に問い、自我

肥大によってではなく、人間の「集合的な影」をしか

と見据えたように、スケープゴートとの同一化に苦し

む人は「影」に対して、人並み以上の関心と深い洞察

を寄せるように思う。そのことについては、Perera

(1986)が、スケープゴートとの同一化に苦しむ人が

そこから癒されていくプロセスにおいて、影や苦しみ

を知り尽くし、そのときに悪に対しての人並み以上の

洞察が伴われる、と指摘していることと重なる。さら

にPerera (1986)によると、治癒プロセスにおいては、

「個人的な影」と「集合的な影」を識別するのみなら

す、「集合的な影」の中のレベル分け一相対的な悪と

絶対的な悪を分けることーが生じるという。このこと
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を説明するにあたって、Pereraは、スケープゴートと

の同一化に著しんできたある女性の夢を提示してい

る。その夢を示すと以下のようになる。

「私はうちの配水管をすっかり清掃しました。それ

から配水管を辿って外へ出ます。それは肥科工場へ通

じています。町の家の一軒一軒からパイプが出ていま

す。下水と糞便はみな三つの大きなドラム缶に流れこ

み、加熱されます。それから畑を肥やす肥科としてシ

ャベルですくいだされます。 ドラム缶には残存物があ

ります一黒い残り滓です。それは真直ぐな特殊管をと

おって、海のなかにある穴へ流し込まれます上

(Perera､1986)。

この夢を通して、集合的な影の中には、しかるべき

形で意識的に扱われたとき、周囲に撒いてものを育て

る肥科にもなりうる「相対的な悪」があることが分か

るという。しかしまた一方では、海の中にある穴(無

意識)へと戻すしかない絶対的な悪もあり、それにつ

いては､いつかまた雜しい形態で戻ってくるだろうが、

今は、個人や集団が耐えることができないリビドーで

あり、「たかが人間がどれほど制御しようとしても、

それを蹟ったり変化させて解毒することなど不可能で

ある」と認識する必要があるという。そして彼らは、

このように、[集合的な影jのレベル分けをすると同

時に、「相対的な悪に通じる集合的な影(傍点筆者)」

には関わりを持ち、そのエネルギーを、集団を豊かに

してくれるものへと水路付ける役割を担うようになっ

ていく、という。つまり、集団の影を投影されてそれ

を浄化する役割を押し付けられていたスケープゴート

の被害者は、一旦、個人が担える影というものを識別

して集合的な影を背負うことを拒否したあと、今度は

主体的に、集団を豊かにすることに繋がるような「集

合的な影一相対的な悪に通じるものー」を担おうとす

る。

このようなあり方は、個としての欲求を持ち、個と

しての限界を認識しつつも、場(集団)を癒す役割を

担う、というものである。このことは、先に触れたよ

引こ、スケープゴートの被害者が自ら築いていくアイ

デンティティが、トリックスター的な救済という側面

を有することと繋がってくる。繰り返しになるが、ト

リックスター(道化的存在)がもたらす救済とは、集

団が抱える影を浄化して場の更新や成長を引き起こす

ことだと言え、強調しておきたいのは、彼らが、スケ

ープゴートとして生贅に処されるというやり方ではな

く、あくまで、「個」としての欲求や限界を認識しな

がら、「場」の更新や成長に主体的に関わるという点

である。このように、「個」として生きながらも「場」

の癒しに携わるという生き方に必要な態度を、筆者は

以前「主体的受容性」と呼んだが(廣渾、2002)、そ

こには、「場」が抱える問題に身を投じてそこに関わ

りながらも、「個」として立脚し、「個」としての生を

生き抜き、その両義性を主体的に保持する強さが求め

られる。

このように、スケープゴートとの同一化に苦しんで

きた人々は、そこから脱却したあとも、影と特別な関

係にあると言える。つまり、集合的な影に過剰に責任

を負うことを放棄した上で、「影」への深い洞察に基

づいて、今度は主体的に「影」の浄化に関わり、集団

(場)を癒す役割を担おうとするのである。そしてこの

ような形で、彼らは辺縁を主体的に生きながらも、同

時に「集団に復帰」(Perera、1986)していると言う

こともできる。

また、このような「影」との関係は、Neumann

(1948)が指摘する[代理受苦]というあり方へも繋

がるように思われる。すなわち、

回固人が自らの悪を弱いものへと押しつけるスケープ

ゴート心理とは違って、ここではむしろ反対の現象、

すなわち、『代理受苦者』が登場する。そのような個

人は集合的なるものの重荷の一部を、自らの責任のう

ちに取り込み、自らの内側でなされる変容の営みを通

して、この悪から毒性を除去し、それを統合するので

ある。もしそれに成功すれば、少なくとも当人のなか

の悪からは救われるというそのことが、集合的なもの

の内部の救済に通じているのである。代理受苦者なら

びに救済という問題は、倫理の領域と分ち難く結ばれ

ている宗教の領域へとわれわれを深く立ち入らせる」

(Neumann、1948)。

「戦争、なんで起こるん?」と問うた被虐待児は、

心理療法の初期において、自らを虐待した家族に対し

て「自分が面倒を見なければ」と過剰に責任を背負お

うとしていたが、心理療法がすすむにつれ家族に対す

るはげしい怒りとやるぜなさを表現するようになっ

た。しかし、その後再び、施設から家族のもとへ帰ろ

うと思う、と述べた。それは、過剰に家族の影を背負

おうという自我肥大による態度からではなく、スケー

プゴートとの同一化から逃れ、影を背負わされたこと

に伴う怒りや哀しみ(個としての感情)を認識した上

で、再び、家族の問題を処理する(影を浄化する)役

割を今度は主体的に担おうとしていたように感じられ

た。もちろん、現実的な問題から実際に家族のもとへ

帰ることにはならなかったが、その後も施設において

彼女は、自身の回剛としての欲求を言葉にする一方

で(心理療法を始めた当初、彼女は場面絨黙であり、

ほとんど誰とも話をしなかったが、心理療法のプロセ

スを経て話か出来るようになった)、集団(場)の抱

える問題にいつも携わり、それを処理する役割を主体

的に担おうとしていた。

スケープゴートにされるという経験によって最も傷

ついた者が、「目には目を、歯には歯を」の論理でス

ケープゴートをする側に回るのではなく、この問題を

解決するべく、集団においてもっとも苦しくもっとも
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難しい役割一代理受苦という在りかたーを担い生きて

いこうとするという事実に､筆者は畏敬の念を覚える。

Perera (1986)は、スケープゴートとの同一化に苦

しんだ人は、そこから癒されたあとでさえ、「治った

スケープゴート」になれるだけであり、この問題その

ものは解決しないと述べている。このことを筆者なり

に解釈すると、スケープゴートとの同一化によって傷

ついた人は、そこから癒された後も、集団(場)が抱

える問題-「影」の側面一に関わりながら生きていく

ことになるが、「個」としての感覚を有し一自分かお

かれている現状を認識したり自分の感情(苦しさや哀

しさ)を感じ取ったりしながらー、主体的に「影」の

浄化に関わるようになる、と言えるのではないだろう

か。「個」として立脚しながら主体的に「場」の問題

に関与するというあり方。彼らはスケープゴートにさ

れているというのではなく、主体的にその立場に立つ

のである。それは、凡人には耐えることができないほ

どの、苦悩と忍耐を伴うことかもしれない。 しかし、

スケープゴートとの同一化に苦しむ人の心理療法のプ

ロセスを通して、筆者は、彼らのこころの中に、ここ

で述べてきたような形で「影」と新しい関係を結びな

がら生きようとする姿勢を感じることが多い。だとす

れば、心理療法においては、そのプロセスを、畏敬の

念を持ちつつあるがままに見守り同行することが求め

られているように思われる。

5。おわりに

虐待やいじめの被害者(児)の心理療法を通して筆

者がこれまで感じてきたことを、スケープゴートとい

う視点からまとめた。そして、スケープゴートの被害

に遭うということが彼らに及ぼす影響を、①スケープ

ゴートとの同一化、②実存的孤独、③集合的な影を見

続けること、という3点から論じ、さらに、彼らがそ

の影響を踏まえたうえで白ら築いていくアイデンティ

ティについて、①辺縁を主体的に生きていくこと~ス

ケープゴートからトリックスターヘ~、②基盤のなさ

を受け入れること、③影との雜しい関係、という3点

からまとめた。

その際、Perera (1986)の研究は大変示唆深く、非

常に参考になった。しかし、Perera (1986)は、西洋

文化(キリスト教という一神教を背景に持つ文化)に

おけるスケープゴートの問題という視点から論じてお

り、多少違和感を持つところもあった。例えば、被虐

待児の心理療法においてよく出てくる悪人、罪人、流

人一泥棒、ヤクザ、乞食などーのイメージは、筆者に

は、人間の悪や機れを体現して辺縁を漂いつつ全体を

浄化する存在として､大変しっくりくるように思われ、

あまり否定的なイメージが沸いてこない。それは、キ

リスト教には原罪という思想があり、「罪」や「悪」

が明確なのに対し、日本の場合、原罪という思想はな

く、また、善と悪の関係がより流動的であることとも

関係しているかもしれない。

今後は、この辺りの宗教的背景による違いを加味し

た上で、スケープゴートという現象が個人のこころに

及ぼす影響を臨床心理学的に考察していきたいと思

う。
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